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令和８年１月１８日（日）に「第４回五ケ丘地区教育環境検討協議会」を開催し、五ケ
丘の新しい学校を語るワークショップ（計６回）のテーマ、開催方法を決定しました。

五ケ丘の新しい学校を語るワークショップを開催します。

五ケ丘の新しい学校を語るワークショップ

ワークショップの目的とテーマ

【ワークショップ開催の目的】大きく２つの目的を持って実施します

（Ａ）学校再編に対する皆さんの納得感を高めるため
（Ｂ）議論の内容を市が策定する学校再編計画案に活用するため
【ワークショップのテーマ】

・ワークショップは計６回開催します。テーマ、開催日（予定）は次の通りです。
テーマ・開催日時（予定） 内容 目的

①両小学校の長所・特徴・違い
3月7日（土） 16:00〜18:00

・両小学校の引き継ぐべき伝統や良
い取組を再発見しましょう。 Ｂ

②小規模化（少人数）の影響
〜人数が多いとできること〜

5月10日（日） 10:00〜12:00

・将来の児童数の予測も参考にしな
がら、学校の様子がどうなってい
くのか考えてみましょう。

Ａ

③学校再編への不安、心配
6月14日（日） 10:00〜12:00

・不安や心配事を話し合い、どう学
校再編すべきかまとめましょう。 Ａ

④子どもたちが｢行きたい｣｢学びたい｣学校①
〜子ども目線でどんな活動・学び・遊びがしたい︖〜
7月19日（日） 10:00〜12:00 ・新しい学校でいきいき活動するイ

メージを膨らませましょう。
・新しい学校で子どもたちと地域の

大人が関わり合っていくためのタ
ネ（きっかけ）を植えましょう。

Ｂ

⑤子どもたちが｢行きたい｣｢学びたい｣学校❷
〜大人目線でどんな風に活動・学び・遊びを支えたい︖〜
8月16日（日） 10:00〜12:00

Ｂ

⑥学校と地域のつながり
9月13日（日） 10:00〜12:00 Ｂ

ワークショップ参加者を募集します
２月２７日（金）までに下記のいずれかの方法でお申し込みください。
託児利用希望の方は事前に申し込みください（保険料500円の自己負担）。

（申込方法１）…右の二次元バーコードからお申し込みください。
（申込方法２）…豊田市教育政策課（協議会事務局）へ直接お申し込み下さい。

※教育政策課の電話・FAX・メールは裏面参照
なお、参加希望者多数となった場合には、協議会にて振り分けます。
第１回〜第６回のテーマについて、希望の優先順位をつけてお申し込みください。

※ 会場は益富交流館 １階多目的ホール 。
※ ③と④は、小学生・中学生にも参加していただけるよう、参加を呼びかけます。
※ 上記の予定に変更が生じた場合には、このかわら版等でご案内いたします。

★託児あります！

⇧一般用

⇧小中学生用



【令和８年度（市の方針決定まで）の想定スケジュール】

過去の協議会の資料等をご覧になりたい方や、御意見の提出をしたい方はこちらから
（豊田市ホームページ⇒くらしの情報⇒学校・教育

⇒ 少子化等に対応したより良い教育環境の実現に向けた取組） 二次元バーコード⇒

かわら版 裏面

問合せ先 豊田市教育委員会 教育部教育政策課（協議会事務局）
電話：0565-34-6658 FAX：0565-34-6771
Eメール：kyouiku@city.toyota.aichi.jp 

協議会を踏まえた今後の予定

8月2日（土） 9月28日（日） 10月19日（日） 11月15日（土） 1月18日（日） 3月7日（土）

第１回協議会 五ケ丘まちづく
りWSへ参加 第2回協議会 第3回協議会 第4回協議会

15:00〜16:30
第1回WS※1

16:00〜18:00
（協議会主催）

協議会の進め方
（WSの検討）

意見交換の視点等
WS運営への活用

WSテーマの
検討

WSテーマの
絞込み WS企画案の決定

テーマ
両小学校の
長所･特徴･違い

終了 ★次回

※1 会場︓益富交流館

5月〜9月 10月〜12月 1月〜3月 3月末
協議会主催WSの開催（第２〜６回）
（月１回）

・WSのまとめ
・市による学校再編（案）の提示

学校再編（案）
への意見募集 市による方針決定

※学校再編（案）の提示や意見募集の時期は、ワークショップでの協議の状況等により前
後することがあります。

令和８年１月１８日（日）に行われた「第４回五ケ丘地区
教育環境検討協議会」の内容についてお知らせします。

五ケ丘地区教育環境検討協議会を開催しました

協議会の内容

協議事項 「五ケ丘の新しい学校を語るワークショップ」の内容について
ワークショップの目的、テーマ・内容、開催方法等について協議しました。

（基本事項）会場：益富交流館多目的ホール（又は両小学校体育館のいずれか）
人数：協議会委員１２名、一般参加者２８名、小中学生８名（一部テーマのみ）

基本は５名（もしくは６名）×８グループ

意見等（概要）
・参加申し込みについて想定より多かった場合は、各回一般参加者28名×６回分の168

名を最大の枠数として調整する。できるだけ多くの人が参加できるように、申込時に
希望するテーマの優先順位を示していただくようにする。

・小中学生から難しい話をしてほしいわけではない。事前に質問の回答を考えてきても
らうとか、子どもたちの考えを引き出しやすい方法を考える。

・子どもたちが参加する回は夏休み期間を避けた方がよい。「学校と地域のつながり」
を第６回（９月）とし、第３・４回（６・７月）を小中学生参加の回とする。

協議会は９月のワークショップ終了後の開催を予定しています（状況により臨時開催あ
り）。そこで、魅力ある教育環境についての意見をとりまとめていく予定です。

mailto:kyouiku@city.toyota.aichi.jp

